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科学的介護情報システム (LIFE) の活用に
ついて、私の施設では褥瘡マネジメント加算と
排せつ支援加算のみの取得となっています。
データの入力は現場の負担が大きく対応しき
れていません。

科学的介護の目的は、多方面の情報を収集・
分析することで利用者が尊厳を保持し自立し
た日常生活を続けられるよう適切なケアの構
築をすることです。

老健施設では、入所時より利用者の情報を
多職種で共有し、目標を設定した上でPDCAサ
イクルを回しながらケアを提供しています。「加
算を算定する」ことは決められた方法でデータ

を入力しないと評価されません。現場のがん
ばりは加算の算定につながらなければ力不足
とされ、やっと入力し終えてフィードバックの
データを確認しても、現場のアセスメントには
必ずしもつながっていない印象です。

科学的介護情報システムがめざすものは根
拠に基づいた介護の質の向上ですが、せっかく
のシステムを「加算を取得する」だけの事務仕
事に終わらせるのではなく、要介護状態を軽減
または悪化を防止するための効果的なツール
として、介護業界全体のベーススキルの底上げ
に活かしてほしいと思います。

� 全老健広報情報委員　山梨真里

老健 2024.6 41




